
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）帆　11－12（1987）

水　稲　新　品　種「岩　手　21号」の　特　性

新田　政司・石川　洋・上野　剛・佐々木信夫蠣

（岩手県立農業試験場・＊岩手県立農業短期大学校）

Characteristics of a New Rice Variety“1wate　21”

Masashi NITTA，HiroshiIsHIKAWA，Tsuyoshi UWANO and Shinpu SASAKI■

（lwate－ken Agricultural Experiment Station・■Iwate AgriculturalJunior College）

1　は　じ　め　に

岩手県中北部では，アキヒカリ，ハヤニシ与が主に栽培

されているが，アキヒカリは多収性があることから，高標

高地帯まで栽培され，年によって出穂遅延や障害不稔が発

生している。一方，ハヤニシキは刈取適期幅が狭いことか

ら胴割れの発生が多く，品質の低下が問題となっている。

このため，ハヤニシ辛やアキヒカリにかわる良質，良食味

で耐冷性を兼ね備えた品種の開発が要望されていた。

「岩手21号」はササニシキに放射線を爬射し育成した品

種であり，熟期はアキヒカリより早い早生で，耐冷性，品

質・食味に優れている。本品種はハヤニシキ及び一部アキ

ヒカリに置き代え県中北部水稲の作柄安定の品質の向上が

期待できることから，昭和61年に新品種に採用された。

2　育　成　軽　過

岩手21号は，昭和54月にササニシキの短梓早生化を目棲

裏1　特　生　調　査

に，農林水産省農業技術研究所放射線育種場に依頼してサ

サニシキの気乾種子にr線20KRをlKR／hで照射処理

を行い，岩手農試圃場においてMト2を集団栽培した○

昭和56年M3で個体選抜を実施し，以後系統栽培により選

抜固定を図ってきた。

昭和57年M4以降を生産力検定試験，特性検定試験に供

試し，昭和59年より奨励品種決定予備調査，昭和60年より

奨励品種決定調査及び現地調査を行ってきたもので，昭和

62年でM9世代である。

3　特　　　　　性

岩手21号の出穂札成熟期はハヤニシキとアキヒカリの

中間であり，育成地では早生の早に属する。

移植時の草丈はハヤニシキ，アキヒカリよりやや長く，

葉色はハヤニシキ，アキヒカリ並である。

辞長は原品種のササニシキより10ch程度短く．アキヒカ

リよりもやや短いが，梓長の割合には穂長が長い。棟数は

品 種 名 又 は

系 統 名
革　　　 型

梓 苦
ふ 先 色 扱者密度 脱 粒 性

細　 太 剛　 柔 有　 無 長　 短

岩　 手 2 1 号 短 梓 偏 稜 重 中　 太 剛 無 無 黄　 白 中 難

ハ ヤ こ シ キ 中 間 穂　 垂 〝 〝 〝 〝 密

ア キ ヒ カ リ 短 梓 偏 穂 垂 〝 ノ′ 稀 短 〝 ヤヤ密 〝

表2　生育，収量調査成績

栽
出穂 期 成 熟 期

倒 伏
梓 長 穂 長 穂　 数

椅 玄 同 左 拉　 致 豊 熟
歩 A

玄 米

千札束 品 質
検 査

培
法

（月 ．日）（月 ．日）浩 （cn ） （C諷） （本 ／ポ ） 米 垂

（匂／d ）

比率 1 穂 一一扁 口
（射 け ） 等級

本 場
岩 手 21号 標肥 臥0＄ 9．27 0．0 73．1 18．4 46 1 7 2．3 102 － 一 中 上 1 上

ハヤニシキ 標肥 8 06 9．2 1 0．0 79．4 17．7 4 17 70．7 100 中下 1 上

成 苗
アキ ヒカ リ 標肥 8．09 9．27 0．0 77．7 17．1 4 39 7 3．1 104 － － － 中 中 1 上

本 場

岩 手 21号
標 肥 8．09 9．26 0．0 69 ．9 17．4 4 68 6 9．3 10 1 85．5 40．0 82．4 21．3 中上 1 中

多 肥 8．08 9．27 0．0 73．9 17．9 505 7 4．9 100 85．3 43．1 75．8 2 1．5 中上 1 中

ハヤニ シキ
積 肥 8．07 9．21 0．3 8 1．9 16．3 482 6 8．4 100 78．5 3 7．8 83．9 21．7 中 下 1 下

稚 苗 多 肥 ＄．07 9．23 0．0 85．0 17．0 510 7 5．2 100 80．8 4 1．1 80．5 2 1．7 中 下 2 下

アキ ヒカ リ
標 肥 8．10 9．27 0．0 75．5 16．3 504 78．0 111 84．1 4 1．9 77．＄ 22．0 中 上 1 中

多肥 8．09 9．30 0．3 78．3 16．7 554 76．9 102 87．7 4 8．3 7 1．5 22．2 中 上 1 下

県 北

分 場

中 苗

岩 手 21号
標 肥 8．12 9．28 0．0 71．5 17．5 457 72．4 106 82．4 38．6 80．4 20．9 中 中 2 上

多肥 8．12 9．29 0．0 71．7 18．1 488 73．6 104 92．5 43．0 77．5 2 1．0 中 中 2 下

ハヤニシキ
積肥 8．11 9．24 0．5 83．2 16．2 4 17 68．1 100 87．9 36．5 86．8 21．7 中下 3 上

多肥 8．10 9．25 0．0 84．9 16．7 453 70．8 100 9 1．6 4 1．9 8 1．8 21．5 中下 2 下

アキヒカ リ
標肥 8．12 9．27 0．0 75．5 16．5 457 75．7 111 95．8 43．7 76．9 21．5 中中 2 中

多肥 8．12 9．28 0．0 76．4 16．7 505 77．0 109 96．2 49．1 73．9 21．5 中中 2 下

注 ．本 場成 宙 ：昭 58 －59年 ，本 場稚 苗 ：昭 59 －6 1年 ，県 ］ヒ分場 中 宙 ：昭60 －61年 試験 の 平均 値 ．
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稚苗でハヤニシキ並であるが，中宙，成苗ではハヤニシ手

より多いアキヒカリ並に確保される。梓の太さ，強さはア

キヒカリ並であるが上梓長が短いことから，倒伏抵抗性は

アキヒカリ並からややまさる。

無己でふ先色は黄白，粒着密度はアキヒカリよりやや疎

であり，脱拉性難の梗種である。

玄米はハヤニシキ，アキヒカリよりわずかに小さく千拉

垂も軽いが，光沢，粒揃い良く外観品質に優れる。拍精歩

合はハヤニシ手並で，胚芽残存率はハヤニシキよりも低い。

障害型耐冷性はハヤニシ与，アキヒカリより強くレイメ

イ並かやや強い。

いもち病真性抵抗性はPトaで原品種のササニシキと

同じであるが，圃場抵抗性はアキヒカリよりも強い。

テクスチュロメーターによる食味検定は，炊飯の粘り，

硬さ／粘り比率ともアキヒカリ，ハヤニシ手よりすぐれる

蓑3　耐冷性の検定試験 （青森農試藤坂支場）

調 査 系 統 名 出 穂 期 不 稔
歩 A 判 定 観 察

総 合

年 次 品 種 名 （月 ．日） 【コ
（射

判 定

昭 5 9
岩 手 2 1号 8 ．1 1 7 4 ．2 △ △ － × △

レ イ メ イ 8 ．1 2 7 4 ．1 △ △ ～ × △

昭 6 1

岩 手 2 1 号 8 ．28 3 6 ．7 － 3 ～ 4

レ イ メ イ 8 ．2 7 3 9 ．4 －．・・ 4

アキ ヒカ リ 8 ．2 8 6 2 ．1 － － 6

轟4　現地試験における生育，収量成績

が，ササニシキには劣り．官能試験でも同様の傾向が認め

られる。

4　収　　量　　性

ハヤニシキより多収であるがアキヒカリより劣る。しか

し，成苗ではアキヒカHHこ近い多収を示す。

この要因として，稚苗ではハヤニシキ並の穂数であるの

に対して．中苗，成苗ではハヤニシキより多いアキヒカリ

並に確保されていること等に起因すると考えられる。この

結果から，中執成苗などの真数増加苗を使用することや，

初期の分けつを多く確保することで多収になると考えられ

る。また，ハヤニシキ，アキヒカリでは一部に倒伏がみら

れたのに対して，岩手21号は短梓強梓で倒伏がみられない

ことから今後多肥での多収性についての検討も必要である。

5　現地試験の成績及び評価

岩手21号の現地における成績を表4に示したが，ハヤニ

シ与よりも多収となっている。また，評価として短梓，千

校重が軽い等の指摘もあるが，優点として強梓（雫石），

草姿・熟色が良い（遠野，湯田）出穂期が早く穂揃いが良

い（遠野，湯田），品質が良い（遠野，湯田），耐冷性が

強い（雫石）ことなどが上げられておりおおむね〇一◎の

評価となっている。

（昭帆61の2か年平均）

試
品 種 名

裁 出 成 梓 精 同 評

価

試
品 種 名

栽 出 成 梓 構
玄

同 評

価

験
場 培

穂 熟

長

（用）

玄
米

左

比

率

験
場

培
穂 熟

長

（cm）

米 左

比

率
所 系 統 名 法 期

（月．日）

期

（月 ．日）

垂
（吻／〃）

所 系 統 名 法 期

（月．日）

期

（月．日）

重
（匂ノ勿）

雫

石

岩 手 21号
榛肥 8．07 9．17 71 6 6．5 10 2 ○ ◎

沢

内

岩 手 21号
標 肥 8．13 9．27 71 6 6．2 96 0 0

多 肥 8．07 9．17 75 7 2．6 105 多肥 8．13 9．29 70 7 2．7 104

、ヤニ シキ

東面
8．06 9．14 83 6 5．0 100

ノヤ ニシキ
棲肥 8．12 9．方 83 6 8．8 100

多肥 8．07 9．16 80 6 8．9 19．9

110

多肥 8．12 9．25 82 6 9．9 100

アキヒカ リ
標 肥 8．08 9．18 77 7 1．4

アキヒカリ
標肥 8．14 9．29 72 7 2．9 106

多肥 8．08 9．18 76 7 5．9 110 多 肥 8，15 9．29 75 7 0．3 101

遠

野

岩 手 21号 棲 肥 8．09 9．25 71 5 9．8 121 ○ ○
浄
法
寺

岩手 2 1号 棲 肥 8．12 9．23 70 6 3．0 103 △ ○

ノヤ ニシキ 療 癒 8．06 9．21 80 4 9．6 100 ハヤニシキ 標 肥 8．11 9．22 8 1 6 1．2 100

アキヒカリ 康 癒 8．10 9．26 76 6 3．4 128 アキヒか J 標 肥 8．13 9．25 72 6 4．7 106

6　ま　　と　　め

岩手21号はササニシキに放射線を照射し，ササニシキの

もつ良質良食味を短梓早生化した系統であり，耐冷性を持っ

ていることから，ハヤニシ手，一部アキヒカリに代替する

ことによって，早生品種栽培地帯の作柄の安定と品質の向

上を図ることができる。栽培適地は岩手県中北部の標高30

07れ以下の地帯である。
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